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住
民
に
身
近
な

�
議
会
を
め
ざ
し
て！

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら  

81
名

　全国の町村議会では、投票率の低下、無投票当選の増加など、議員の
なり手不足の課題が深刻化しています。
　一方で、住民の代表である地方議会・議員の役割と責任はますます高
まっており、議員報酬や議員定数をはじめとする議会の根幹に関わる問
題を抱え、苦慮しています。
　当議会では、「住民と議員との懇談会」において、「議員報酬・定数」
に関して、町民のみなさんのご意見を伺うと共に、アンケート調査を実
施しました。
　議員報酬・定数は新しい議会運営の条件であり、議会運営は住民自
治に不可欠なものです。当町の議員定数は平成 23年、議員報酬は平成
17 年の改定以来、現在まで変わっていないことから、みなさんと一緒
に考えてみたいと思います。

◆ 議員定数の推移
年 H７年～ H11年～ H15年～ H19年～ H23年～現在

定数 20人 18人 16人 14人 12人

議
員
定
数

■ 議員定数は減らして10名に
　・定数を減らして、報酬を増額してはどうか。
　・人口が減少していることから、類似自治体の動向を見ながら。
　・無競争が続いているから。
　・今の議員活動が見えない。
■ 議員定数は現状維持
　・�各地区の代表的存在として町民の為、日々活動を精力的に取り組む議
員を期待する。

　・�人口減少社会の中で、地域や各種団体の意欲のある情熱を持った若手
を町政に送りたい。

　・�子育てや介護など女性特有の課題解決の為にも女性議員がでてほしい。
　・若い方や女性も積極的に参加できる、魅力ある議会にしてほしい。

■ 議会の対応は・・・現行定数で
　・�当町の議員定数は、平成７年から改選期ごとに２名ずつ減らし、平成
23 年の改定で現在の 12 名となっています。常任委員会（定数６名）
の運営や町民の多様な要望に応える議会として活動するためには、当
面現行定数が必要と考えます。今年９月の議会議員選挙は、現行の議
員定数で実施することで確認しています。

寄せられた意見

 Ｑ1   現在の議会をどのように評価するか。

 Ｑ2  議員定数についてどう思うか。

0

33

25
22

1
0

10

20

30

40

増
や
し
た
方
が
い
い

減
ら
し
た
方
が
い
い

今
の
ま
ま
で
い
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

11

43

11 1
14

2
0

10

20

30

40

50

大
い
に
評
価

あ
る
程
度
評
価

あ
ま
り
評
価
し
な
い

全
く
評
価
し
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

すみた議会だより　第182号すみた議会だより　第182号
令和５年７月14日令和５年７月14日

2



50

31

0

10

20

30

40

50

60

知っていた 知らなかった

選
挙
公
費
負
担
の

選
挙
公
費
負
担
の

��

種
別
・
公
費
負
担
上
限
額
等

種
別
・
公
費
負
担
上
限
額
等

議員報酬と定数
特集

　

地
方
議
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
町
村
の
選
挙
に
お
い
て
、
立
候
補
の
環
境
を
改
善
す

る
た
め
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
令
和

３
年
６
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
町
議
会
議
員
及
び
町
長

の
選
挙
の
公
費
負
担
の
要
件
等
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

議会・議員に対する意見
・議員と住民が議論する場がもっとあってもよい。
・町民の声をもっと広く聞いて欲しい。
・�議員のなり手、町政への関心をもってもらう努力を
すべき。
・�住民一人ひとりが元気になるように、議員も元気な
活動を期待する。

「議会のあり方」を考える  その２

◆ 議員報酬改定の推移
H７年～ H10年～ H15年～ H17年～現在

議　長 248,000円 268,000円 263,000円 258,000円

副議長 198,000円 215,000円 211,000円 207,000円

議　員 186,000円 203,000円 199,000円 196,000円

町長（参考） 678,000円 705,000円 690,000円 675,000円

議
員
報
酬

■  報酬は増額を。月額20万～ 30万円の範囲で他の自
治体を参考に
　・�当町の議員報酬は、決して高いとは思わない。議員
の職務を全うするためには多大な労力と時間を要す
る。議員活動の積極性を上げる為には報酬の改善が
必要と思う。

　・�意欲の有る情熱を持った若い方も参加できる、魅力
ある議会にしていく為にも、報酬の引き上げを願う。

　・�議員のなり手不足の要因にもなっているのではない
か。当町では政務活動費が無く、議員個人として、
住民との意見交換などの議員活動は個人負担となっ
ています。仕事に見合った議員報酬であってほしい
と思います。

■ 現行のままで
　・�町民の所得も上がっているとはいえない。農林業など
地場産業の振興と町民所得の向上を図ってほしい。

■ 議会の対応・・・特別報酬審議会で
　・�町村議員に対して、どのくらいの報酬を支払うのが
適当なのかについての確たる基準はなく、各町村の
判断に委ねられており、ばらつきがあります。当町
の議員報酬は、平成 17 年の改定以来、現在まで変
わっていません。議会としては、町長へ特別報酬審
議会の設置と審議を求めていきます。

寄せられた意見

供託金の納入
・町長・・・・・・50万円
・町議会議員・・15万円

選挙運動用自動車の使用
・一般運送契約（ハイヤー方式）	 上限：１日	64,500円
・個別契約方式（レンタカー方式）
　①自動車借入契約	 上限：１日	15,800円
　　（レンタル）
　②燃料供給契約	 上限：１日		 7,560円
　③運転手雇用契約	 上限：１日	12,500円

選挙運動用ビラの作成
・作成枚数上限：町長選挙・・・・・・5,000枚
　　　　　　　　町議会議員選挙・・1,600枚
・作成単価上限：１枚７円50銭

選挙運動用ポスターの作成
※公職選挙法施行令で定める
　ポスター作成の企画費上限額：310,500円
・作成枚数上限：ポスター掲示場の数・・・現行では町内57か所
・作成単価上限：印刷費単価525円６銭×掲示場所数+310,500円÷掲示場所数

※供託金：	無責任な立候補を防止するため、選挙に立候補
する者が、納入しなければならない一定の金額。
得票数が一定数ないと没収される。

 Ｑ3  議員報酬の額を知っているか。
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 Ｑ4  報酬についてどう思うか。
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第28回定例会
（６月議会）
あらまし

　第28回定例会（６月議会）は、６月６日から９日までの４日間の会期で開かれ、
一般質問には５名の議員が登壇。地域の共生や持続可能なまちづくり、教育環境
整備など町政諸課題について議論が交わされました。
　本会議では、専決処分の承認、令和５年度一般会計補正予算、条例改正、人事
案件など全議案17件を全会一致で可決。請願１件は、不採択となりました。

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
地
域

経
済
へ
の
影
響
が
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
町
内
事
業
者

へ
の
支
援
と
物
価
高
騰
に
窮

す
る
家
計
の
後
押
し
を
行
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
財
源
と
し
、

３
３
９
４
万
円
を
令
和
５
年

度
一
般
会
計
予
算
に
補
正
計

上
す
る
。事

業
の
詳
細
を
ど
の
よ

う
に
見
込
ん
で
い
る
か
。

８
月
中
旬
以
降
の
利

用
開
始
を
目
指
し
て

商
工
会
等
と
の
相
談
を
進
め

て
い
る
。
内
容
に
関
し
て
は
、

予
算
規
模
を
考
慮
し
、
プ
レ

ミ
ア
ム
率
の
変
更
や
発
行
枚

数
な
ど
を
検
討
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問答

物価高騰

すみチケすみチケ
２０２３２０２３

家
庭
か
ら
事
業
者
ま
で

幅
広
く
支
援
補
正
予
算

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
３
万
円

○
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

２
１
０
０
万
円

　

町
内
に
住
所
が
あ
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
１
世

帯
当
た
り
３
万
円
を
給
付
す
る
。

介
護
事
業
所
へ
物
価
高
騰
対
策

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等

物
価
高
騰
対
策
支
援
金

３
２
０
万
円

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
対
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

食
料
品
価
格
の
高
騰
分
に
対
し
て
支
援
す
る
。

共に支え合うまちづくり
地域の活性化へ

令和５年度　経済対策

すみた議会だより　第182号すみた議会だより　第182号
令和５年７月14日令和５年７月14日

4



　
滝
観
洞
観
光
セ
ン
タ
ー
受

付
棟
新
築
工
事
の
請
負
契
約

を
締
結
す
る
。

　
持
続
的
な
観
光
振
興
を
目

指
す
た
め
滝
観
洞
周
辺
の
魅

力
的
な
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
む
。

●
建
物
の
構
造
と
面
積

　

木
造
２
階
建
て

　

延
べ
床
面
積　

１
５
５
㎡

１
階

　

・
物
販
ス
ペ
ー
ス

　

・
男
子
・
女
子
・
多
目
的

　
　

ト
イ
レ

　

・
職
員
ス
ペ
ー
ス

　

・
倉
庫

　

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　

・
玄
関
広
場

２
階

　

・
食
堂
ス
ペ
ー
ス

　

・
調
理
室

　

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　

・
蕎
麦
テ
ラ
ス

　
　●

落
札
業
者

　

住
田
住
宅
産
業
︵
株
︶

●
請
負
契
約
金
額

　

１
億
２
３
２
０
万
円

滝観洞受付棟を新築

△�木のぬくもりに囲まれた癒しとにぎわいあふれる空間をめざした新受付棟の
「蕎麦テラス」（完成イメージ図）

人事案件に
同 意

【住田町固定資産評価審査委員】

金
きん

野
の

孝
たかし

氏
（63才）

下有住字中上（再任）

繰
越
明
許
費　

２
事
業

　
令
和
４
年
度
内
に
支
出
が
完
了
し
な
い
と
見
込
ま
れ
た
２

事
業
を
令
和
５
年
度
へ
繰
越
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
議
決
。

●
税
外
納
付
書
様
式
変
更
事
業

１
１
１
万
円

●
住
田
町
中
小
企
業
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

節
減
対
策
費
補
助
事
業　
２
０
０
０
万
円

低
所
得
子
育
て
給
付
金
な
ど

４
件
を
専
決
処
分

●
令
和
４
年
度
住
田
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
に
８
５
６
５
万
円
を
増
額
。
一
般
会
計
の
総

額
は
50
億
７
９
８
０
万
円
と
な
る
。

●
令
和
５
年
度
住
田
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　

低
所
得
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
と
し
て
、

１
７
５
万
円
を
支
出
計
上
。
※
５
月
26
日
に
支
給
済
み
。

●
住
田
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

条
例
改
正
。

●
住
田
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行

に
伴
う
条
例
改
正
。

やすらぎと憩いの観光施設やすらぎと憩いの観光施設
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マイクロバス　２台
（26人乗りパワーヒーター付）
取得予定価格
　　１６９６万２９６０円
　　（１台あたり 848 万 1480 円）
購入先
　　岩手日野自動車（株）大船渡営業所

小型動力ポンプ積載車　１台
取得予定価格
　　１１６６万円
購入先
　　（株）古川ポンプ製作所　一関支店 △新たに導入する同系の小型動力ポンプ積載車

財 産 取 得

条
例
改
正

議 案 審 議

〇 

住
田
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

改
正
理
由

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る

た
め
。
令
和
６
年
度
よ
り
、

森
林
環
境
税
の
賦
課
徴
収
が

開
始
と
な
る
た
め
。

〇 

子
ど
も
、
妊
婦
及
び
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
給
付

条
例
と
住
田
町
ひ
と
り
親

家
庭
医
療
費
給
付
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

改
正
理
由

　

医
療
費
助
成
事
業
に
お
い

て
、
令
和
５
年
８
月
１
日
か

ら
高
校
生
等
ま
で
を
現
物
給

付
の
対
象
へ
と
拡
大
す
る
。

※
改
正
に
伴
い
、
新
た
に
対

象
と
な
る
高
校
生
な
ど
は
、

「
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
」

の
提
示
に
よ
り
、
入
院
・
通

院
時
の
窓
口
で
の
支
払
い
が

不
要
と
な
る
。

スクールバスを導入
次年度
新中学校へ通う
生徒の安全と安心を図る

中学校統合に向けて�生徒の通学を確保

ポンプ積載車更新
� 消防団の士気高揚へ
第５分団第３部（坂本）へ配備
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○
松ま

つ

田だ

秀ひ
で

樹き

氏
︵
71
才
︶

上
有
住
字
中
井
︵
現
︶

○
村む

ら

上か
み

秀ひ
で

夫お

氏
︵
70
才
︶

世
田
米
字
窪
田
︵
現
︶

○
及お

い

川か
わ

良り
ょ
う

一い
ち

氏
︵
71
才
︶

上
有
住
字
小
松
︵
現
︶

○
紺こ

ん

野の

幸ゆ
き

男お

氏
︵
73
才
︶

世
田
米
字
天
風
︵
現
︶

○
及お

い

川か
わ

恵え

美み

子こ

氏
︵
52
才
︶

上
有
住
字
八
日
町
︵
現
︶

○
吉よ

し

田だ

正し
ょ
う

平へ
い

氏
︵
66
才
︶

下
有
住
字
新
切
︵
現
︶

○
菅か

ん

野の

良り
ょ
う

一い
ち

氏
︵
73
才
︶

世
田
米
字
上
城
︵
現
︶

○
多た

田だ

ま
り
子こ

氏
︵
69
才
︶

世
田
米
字
清
水
沢
︵
現
︶

　
　

任
期
:
７
月
20
日
か
ら
３
年
間

請願のゆくえ請願のゆくえ

請願第１号 マスクの着用による子どもたちへの影響について情報の周知徹底を求める請願

請願者の住所
団体・氏名

岩手県盛岡市高松４丁目18番23号
すみたの子どもたちの未来を守る会　佐々木　公一

紹介議員 水野　正勝

付託常任委員会 総務教民常任委員会（委員長 高橋　靖）

委員会審査の結果

不採択と決定
（県による「教育現場でのマスクの着用を求めない」旨の通知がなされており、マスクの無い
生活も見受けられている。マスク着用については、多種多様な状況があり、個人の判断に委
ねられている。）

本会議での採決 賛成少数で不採択と決定

マスク着用は個人の判断不採択

請願採決状況一覧

請　　　願
水
野
　
正
勝

荻
原
　
　
勝

佐
々
木
初
雄

佐
々
木
信
一

佐
々
木
春
一

村
上
　
　
薫

阿
部
　
祐
一

林
﨑
　
幸
正

菊
池
　
　
孝

高
橋
　
　
靖

菅
野
　
浩
正

瀧
本
　
正
德

議
決
結
果

請願第１号　マスクの着用による子どもたちへ
の影響について情報の周知徹底を求める請願 〇 × × 欠 欠 × × × × × × ―

不
採
択

〇:賛成　×:反対　欠:欠席
議長は採決に加わりません

農
業
委
員
の任命

に
同
意

すみた議会だより　第182号すみた議会だより　第182号
令和５年７月14日令和５年７月14日
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物価高騰対策・公民館運営物価高騰対策・公民館運営
閉校舎の利活用などで論戦閉校舎の利活用などで論戦

５
人
の
議
員
が
質
問ページ 質  問  者

（登壇順） 質問項目

9 荻
おぎ
原
わら
　　勝

まさる ①行政運営における組織横断的な取り組み
②持続可能な町づくり

10 村
むら
上
かみ
　　薫

かおる
①地域共生社会
②自治公民館への助成
③閉校の学校施設利活用の方向性
④ 対話型人工知能（ＡＩ）「チャットＧＰＴ」
などへの対応

11 林
はやし
﨑
ざき

幸
さち
正
まさ

①中学校の統合と教育環境整備

12 佐
さ
々
さ
木
き
春
はる
一
かず

①非核と平和のまちづくり
② 物価高騰から町民の暮らしと営業を守る対
策
③農業地利用の集積・集約化の問題

13 水
みず
野
の
正
まさ
勝
かつ

①新型コロナの総括と今後の対応

　

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
施
策

執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
を
聞
き
、
疑
問
点
を
た
だ
し

ま
す
。
質
問
方
法
は
、
１
回
目
は
一
括
し
て
質
問
し
ま
す
が
、

２
回
目
以
降
は
一
問
ず
つ
質
問
す
る
一
問
一
答
方
式
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
持
ち
時
間
は
、
答
弁
を
含
め
て
60
分
で
す
。

　全文記録（議事録）は、役場庁舎２階の総務課と町のホームペー
ジ上で閲覧できます。
　（ＱＲコードで議会ホームページへ直接進むことができます）

６月議会

町
の
考
え
を
問
う

一般質問一般質問

▼QRコード

すみた議会だより　第182号
令和５年７月14日
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持続可能な公民館活動を
自治の精神に立ち返って

種
山
ヶ
原
開
発
の
進
捗
は

各
課
で
課
題
を
洗
い
出
し

荻
おぎ

原
わら

　　勝
まさる

 議員

問

問

答

答

　種山の自然や景観、
歴史や文化を生かし
てより良い開発を。

議員のつぶやき

問
行
政
に
お
け
る
横
の
連

携
（
組
織
横
断
的
な
取
り
組

み
）
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
町
長　

関
係
各
課
が
連
携
す
る
こ

と
は
、
町
民
目
線
で
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
意
見
集
約
が

で
き
、
町
民
本
位
の
行
政
が

展
開
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。

問
空
き
家
対
策
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
、
Ｄ
Ｘ
推
進
で
関

係
課
の
横
の
連
携
を
し
て
い

る
が
、
そ
の
現
状
は
。

答
町
長　

空
き
家
対
策
は
、
所
有
者

情
報
や
専
門
的
知
見
等
が
必

要
で
あ
り
、
空
き
家
バ
ン
ク

等
の
利
活
用
に
も
つ
な
げ
る

た
め
、
関
係
課
が
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
で
は
、
令
和
２
年

２
月
に
町
長
を
本
部
長
、
課

長
等
を
本
部
員
と
す
る
対
策

本
部
を
設
置
し
、
対
策
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
Ｄ
Ｘ
で
は
、

課
長
級
で
構
成
す
る
推
進
本

部
を
設
置
し
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問
関
係
課
の
横
の
連
携
が

重
要
で
あ
る
種
山
ヶ
原
開
発

だ
が
、
そ
の
進
捗
は
。

答
町
長　

種
山
ヶ
原
に
は
、
森
林
公

園
、
道
の
駅
、
体
験
交
流
セ

ン
タ
ー
、
栗
木
鉄
山
跡
等
が

あ
り
、
担
当
課
が
管
理
し
て

い
る
。
種
山
ヶ
原
周
辺
施
設

の
今
後
の
方
向
性
を
共
有
す

る
た
め
、
関
係
各
課
で
検
討

会
を
開
催
し
、
各
施
設
の
現

状
と
課
題
の
洗
い
出
し
を

行
っ
て
い
る
。
各
課
横
断
的

に
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
自
治
公
民
館
活
動
で
、

役
員
の
な
り
手
不
足
や
人
集

め
な
ど
の
課
題
が
出
て
き
て

い
る
。
持
続
可
能
な
自
治
公

民
館
活
動
に
向
け
て
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答
教
育
長　

行
政
か
ら
依
頼
さ
れ
活
動

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
意
識
は
、
活
動
の
継

続
を
困
難
と
し
、
活
動
の
停

滞
を
招
く
と
考
え
る
こ
と
か

ら
、
自
治
公
民
館
活
動
の
基

本
で
あ
る
自
治
の
精
神
に
立

ち
返
っ
て
の
活
動
が
必
要
と

捉
え
て
い
る
。

自
治
公
民
館
活
動
は
共
助

の
仕
組
み
で
あ
り
、
お
互
い

の
助
け
合
い
の
精
神
が
大
事

で
あ
る
。
負
担
に
な
る
よ
う

な
行
事
、
参
加
が
限
ら
れ
る

よ
う
な
行
事
は
地
区
の
方
々

の
話
し
合
い
で
、
取
り
組
み

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
班
長
報
償
費
の
復
活
を
。

答
町
長　

班
長
報
償
費
は
、
町
が
当

面
自
立
持
続
を
選
択
し
た
際

の
「
町
民
の
協
働
参
画
」
の

一
環
で
平
成
24
年
に
廃
止
し

た
。
班
は
、
住
民
の
自
主
的

組
織
で
も
あ
り
現
在
、
班
長

報
償
費
復
活
の
考
え
は
な
い
。

※
そ
の
他
の
質
問

高
齢
者
等
へ
の
交
通
支
援

 △  お互いに地域を支え、助け合う自治公民館
活動のひとつとして実施されている敬老会

すみた議会だより　第182号
令和５年７月14日
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問
安
ら
ぎ
と
賑
わ
い
の
調

和
す
る
「
共
生
の
ま
ち
住
田
」

を
実
現
す
る
た
め
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
を
対
象
に
し
た

タ
ク
シ
ー
券
の
配
布
や
デ
マ

ン
ド
交
通
を
早
期
に
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
町
長

身
体
障
害
者
や
知
的
障
害

者
、
精
神
障
害
者
の
方
々
に

対
し
、
等
級
に
応
じ
て
タ
ク

シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
す

る
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
デ
マ
ン

ド
交
通
は
、
路
線
バ
ス
の
確

保
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に

実
現
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、

ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
、
本

町
に
あ
っ
た
「
生
活
者
目
線
」

で
の
運
用
が
検
討
さ
れ
て
い

く
べ
き
も
の
と
捉
え
る
。

問
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
で

は
、
地
区
公
民
館
主
事
の
役

割
が
大
き
く
、
体
制
が
不
安

定
な
面
も
あ
る
。
人
材
育
成

の
観
点
か
ら
も
職
員
の
地
区

担
当
制
を
再
考
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
副
町
長

様
々
な
経
緯
を
踏
ま
え
て

現
在
の
体
制
に
至
っ
て
い
る
。

住
民
と
職
員
が
一
緒
に
な
っ

て
将
来
の
地
域
を
考
え
て
い

く
前
提
の
中
で
、
行
政
組
織

改
革
の
一
つ
と
し
て
、
公
民

館
主
事
制
と
地
区
担
当
制
を

比
較
研
究
し
な
が
ら
、
ど
の

よ
う
な
体
制
が
必
要
と
な
る

の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

デ
マ
ン
ド
型
交
通
と
は

利
用
者
の
予
約
に
応
じ

る
形
で
、
運
行
経
路
や
運

行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
そ
れ

に
合
わ
せ
て
運
行
す
る
地

域
公
共
交
通
の
こ
と
。

公
民
館
設
置
補
助

空
家
有
効
活
用
も

問
車
社
会
や
高
齢
化
時
代

に
合
っ
た
自
治
公
民
館
が
必

要
と
考
え
る
。
自
治
公
民
館

等
運
営
費
補
助
金
に
係
る
設

置
及
び
維
持
管
理
費
補
助
金

の
「
新
築
及
び
改
築
」
に
つ

い
て
、
住
民
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
基
準
経
費
の

40
％
を
50
〜
60
％
以
内
、
補

助
額
を
１
５
０
０
万
円
か
ら

２
０
０
０
万
円
に
引
き
上
げ

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
教
育
長

地
域
住
民
や
戸
数
の
減
少

に
よ
り
、
施
設
の
新
築
や
大

規
模
改
築
等
の
経
済
的
負
担

が
増
加
し
て
い
る
も
の
と
捉

え
て
い
る
。
各
自
治
公
民
館

の
状
況
や
設
置
の
経
緯
も

様
々
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
、

他
自
治
体
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
空
き
家
住
宅
や
既
存
建

物
の
有
効
活
用
等
も
併
せ
て

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

も
の
と
考
え
る
。

対
話
Ａ
Ｉ
対
応
は

慎
重
に
検
討
す
る

問
対
話
型
Ａ
Ｉ
「
チ
ャ
ッ

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
は
、
働
き
方
を

大
き
く
変
え
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
。
町
と
し
て
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
考
え

か
。答

町
長

先
行
し
て
試
験
運
用
を
決

定
し
た
岩
手
県
よ
り
利
用
状

況
を
提
供
し
て
も
ら
う
な
ど

全
国
の
運
用
自
治
体
に
お
け

る
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

「
個
人
情
報
の
不
適
切
な
収

集
や
誤
っ
た
情
報
を
学
習
し

て
拡
散
す
る
と
い
っ
た
危
険

性
が
指
摘
さ
れ
る
」
と
の
情

報
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
慎
重

に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

※
そ
の
他
の
質
問

閉
校
の
学
校
施
設
利
活
用

の
方
向
性
に
つ
い
て

デマンド交通早期実施を
路線バスの確保困難時に

村
むら

上
かみ

　　薫
かおる

 議員

問
答

△  過去の患者輸送や学校統合時の条件を見直
し、全町での公平を期す時期に来ているコ
ミュニティバス 

　公民館によっては、
２階に集会所や駐
車場不足などの課題
がある。地域事情に
あった公民館が必要。

議員のつぶやき

すみた議会だより　第182号
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住田高校との連携は
地域創造学を通して

ど
う
活
用
有
住
中
跡
地

教
育
関
連
施
設
と
し
て

林
はやし

﨑
ざき

幸
さち

正
まさ

 議員

問

問

答

答

　住田高校存続のた
めに県教育委員会と
さらに強く連携を図
るべきだ。

議員のつぶやき

問
令
和
６
年
４
月
か
ら
中

学
校
が
１
校
に
統
合
さ
れ
る
。

閉
校
と
な
る
有
住
中
学
校
の

建
物
や
土
地
を
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
の
か
。

答
教
育
長

有
住
中
学
校
者
は
建
築
か

ら
51
年
、
体
育
館
は
50
年
が

経
過
し
て
い
る
。
長
期
間
の

使
用
は
困
難
で
あ
る
し
、
解

体
に
は
多
額
の
費
用
が
必
要

と
な
る
。
統
合
後
数
年
間
は
、

教
育
関
連
施
設
と
し
て
の
活

用
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
当
面
は
世
田
米
中
学
校

の
校
舎
を
使
う
こ
と
に
な
る

が
、
将
来
的
に
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
教
育
長　

世
田
米
中
は
昭
和
59
年
建

設
、
39
年
が
経
過
し
て
い
る
。

学
校
施
設
と
し
て
今
後
10
年

程
度
は
利
用
が
見
込
め
る
。

そ
の
後
は
生
徒
数
の
推
移
や

町
内
は
平
坦
地
が
少
な
い
こ

と
、
通
学
範
囲
が
広
範
囲
と

な
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

問
旧
下
有
住
小
学
校
跡
地

に
つ
い
て
も
利
活
用
を
図
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
教
育
長　

旧
下
有
住
小
学
校
の
利
用

計
画
に
は
、
令
和
２
年
10
月

に
協
働
活
動
組
織
「
下
有
住

い
き
い
き
協
議
会
」
か
ら
、

応
急
仮
設
住
宅
中
上
団
地
の

跡
地
利
用
に
要
望
書
を
受
け

た
経
緯
が
あ
る
。
旧
校
舎
・

校
庭
を
含
め
た
跡
地
利
用
の

方
向
性
は
、
地
元
と
引
き
続

き
協
議
を
進
め
る
。

問
定
数
割
れ
し
て
い
る
住

田
高
校
の
存
続
問
題
と
も
関

連
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
が

ど
う
か
。

答
教
育
長

住
田
高
校
と
は
、
町
や
町

教
育
委
員
会
が
連
携
し
、
一

丸
と
な
っ
て
住
田
高
校
の
魅

力
化
の
向
上
を
図
る
よ
う
努

め
て
い
る
。
各
中
学
校
に
は

住
田
高
校
の
良
さ
を
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
入

学
生
の
確
保
を
図
り
、
存
続

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

統
合
す
る
中
学
校
は
町
立

で
あ
り
、
住
田
高
校
は
県
立

で
あ
る
な
ど
、
設
置
者
が
異

な
る
こ
と
か
ら
、
校
舎
や
校

庭
等
の
施
設
面
の
利
用
に
関

し
て
は
困
難
な
点
が
あ
る
。

住
田
高
校
と
は
、
文
部
科
学

省
の
研
究
開
発
学
校
指
定
に

お
け
る
地
域
創
造
学
の
取
り

組
み
を
通
し
て
連
携
し
、
今

後
と
も
中
学
生
の
進
学
先
と

し
て
選
択
さ
れ
る
高
校
と
な

る
よ
う
、
魅
力
化
向
上
の
支

援
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

△  町内の教育機関と地域創造学を通して連携が図られている
県立住田高等学校
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思
い
は
、
町
の
宣
言
の
と

お
り
で
あ
り
、
国
内
の
非
核

三
原
則
の
厳
守
は
も
と
よ
り
、

国
外
で
あ
っ
て
も
、
核
の
威

嚇
、
ま
し
て
や
使
用
は
言
語

道
断
で
あ
る
。

問
物
価
高
騰
対
策
で
配
分

さ
れ
る
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
（
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方

交
付
金
）
の
活
用
策
は
。

答
町
長

価
格
高
騰
緊
急
支
援
事
業

と
し
て
総
額
５
９
３
３
万
８

千
円
を
計
上
。
内
訳
は
、
低

所
得
世
帯
に
対
し
一
律
に

３
万
円
を
給
付
す
る
費
用

２
２
２
０
万
１
千
円
。
町
内

に
所
在
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
等
に
対
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
食
料
品
価
格
の
高
騰

分
に
対
し
支
援
す
る
費
用

３
２
０
万
円
。
小
売
店
や
飲

食
業
を
中
心
と
し
た
町
内
事

業
所
へ
の
消
費
喚
起
と
、
住

民
へ
の
食
料
品
等
の
物
価
高

騰
対
策
の
た
め
「
使
っ
て
応

援
住
田
チ
ケ
ッ
ト
２
０
２
３
」

ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金
を
交
付
。

問
医
療
・
介
護
施
設
等
へ

の
支
援
は
。

答
町
長

物
価
高
騰
対
策
支
援
金
と

し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

等
に
交
付
す
る
。

問
中
小
企
業
等
事
業
者
及

び
農
林
業
者
へ
の
支
援
は
。

答
町
長

将
来
的
な
企
業
体
質
強
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
節
減
に
資
す

る
設
備
更
新
へ
の
補
助
金
を

交
付
。
商
工
会
な
ど
と
連
携

し
普
及
・
啓
発
に
努
め
る
。

を
発
行
す
る
費
用
３
３
９
３

万
７
千
円
と
な
る
。

問
６
月
か
ら
の
家
庭
向
け

電
気
料
金
値
上
げ
に
よ
る
家

計
負
担
の
影
響
は
。

答
町
長

標
準
的
な
家
庭
の
値
上
げ

幅
は
、
東
北
電
力
管
内
で

１
６
２
１
円
と
な
り
、
家
庭

に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。

問
低
所
得
者
・
子
育
て
世

帯
等
の
生
活
困
難
者
へ
の
支

援
は
。

答
町
長

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
を

対
象
と
す
る
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
５
万
円

は
す
で
に
５
月
８
日
付
で
給

付
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

３
万
円
を
給
付
す
る
電
力
・

問
農
用
地
の
利
用
集
積
や

農
地
あ
っ
せ
ん
の
課
題
は
。

答
農
業
委
員
会
長

農
業
就
業
者
数
が
減
少
し
、

担
い
手
対
策
は
喫
緊
の
課
題
。

農
地
が
点
在
し
、
条
件
の
良

く
な
い
場
所
や
相
続
の
問
題

な
ど
で
遊
休
農
地
は
増
加
し

問
主
要
７
カ
国
首
脳
会
議

（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
）
が
被
爆

地
・
広
島
で
開
か
れ
、
原
爆

資
料
館
へ
の
訪
問
や
被
爆
者

と
の
面
会
も
行
わ
れ
、
核
廃

絶
に
向
け
た
発
信
が
期
待
さ

れ
た
が
言
及
は
な
か
っ
た
。

「
非
核
と
平
和
の
ま
ち
」
を

宣
言
し
て
い
る
町
の
町
長
と

し
て
所
感
は
。

答
町
長

暮らしと営業を守れ
プレミアム商品券発行

農
地
の
条
件
整
備
を

目
標
地
図
を
策
定

佐
さ

々
さ

木
き

春
はる

一
かず

 議員

問

問

答

答

△ 多くの労力と費用のもと復元された水田 

　あの日（1945年
８月６日・９日）か
ら78年 が 経 つ。核
兵器は人間と地球に
とって、在ってはな
らない。核のない世
界のために運動を広
げたい。

議員のつぶやき

て
い
る
。

問
農
地
の
有
効
活
用
に
向

け
た
条
件
整
備
は
。

答
農
業
委
員
会
長

目
指
す
べ
き
農
用
地
利
用

の
目
標
地
図
を
盛
り
込
ん
だ

地
域
計
画
を
策
定
す
る
。

非
核
と
平
和
の
ま
ち
宣
言

なくそう！かくへいき
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子供へのマスクに懸念
児童と保護者の判断

新
型
コ
ロ
ナ
影
響
の
総
括
は

経
済
や
地
域
で
多
岐
に
わ
た
る

水
みず

野
の

正
まさ

勝
かつ

 議員

問

問

答

答

　人間社会で生活す
る限り、ウイルスへ
の接触は避けられま
せん。マスクよりも
日々の健康が重要で
す。

議員のつぶやき

問
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
被

害
や
影
響
を
ど
の
よ
う
に
総

括
し
て
い
る
の
か
。

答
町
長

町
内
の
発
生
状
況
は
、
昨

年
９
月
よ
り
公
表
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
町
と
し
て
は
把

握
で
き
な
い
状
況
と
な
る
。

影
響
に
つ
い
て
は
、
当
初
よ

り
飲
食
店
や
小
売
業
を
中
心

に
経
済
的
な
煽
り
を
う
け
、

現
在
も
続
い
て
い
る
も
の
と

捉
え
て
い
る
。
高
齢
者
に
お

け
る
交
流
機
会
の
減
少
や
子

供
た
ち
の
運
動
機
会
の
減
少

な
ど
様
々
な
と
こ
ろ
で
も
作

用
は
生
じ
た
。
地
域
の
各
種

行
事
が
実
施
で
き
な
か
っ
た

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た

地
域
の
つ
な
が
り
が
保
た
れ

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
影
響
が
出

て
い
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

問
今
後
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
治
験

デ
ー
タ
や
実
施
し
た
国
も
な

い
た
め
、
慎
重
な
判
断
を
さ

れ
る
よ
う
希
望
者
へ
周
知
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
町
長

今
回
の
春
開
始
接
種
は
、

重
症
者
を
減
ら
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
高
齢
者
や
基
礎
疾

患
者
を
対
象
に
、
予
防
接
種

法
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
。

接
種
対
象
者
へ
の
通
知
の
際

に
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
に
つ
い
て
の

説
明
書
」
を
同
封
し
て
い
る
。

副
反
応
や
予
防
接
種
健
康
被

害
救
済
制
度
な
ど
に
つ
い
て

記
載
さ
れ
て
お
り
、
内
容
を

確
認
の
上
で
接
種
の
可
否
を

ご
判
断
い
た
だ
き
た
い
。

問
発
が
ん
性
に
関
わ
る
Ｄ

Ｎ
Ａ
が
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に

混
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
Ｍ

Ｉ
Ｔ
の
研
究
者
が
解
明
し
、

国
内
の
研
究
者
ら
が
公
表
し

た
。「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は

有
害
で
全
く
効
果
が
な
い
」

と
断
言
も
し
て
い
る
。
全
面

中
止
と
す
る
よ
う
国
へ
働
き

か
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
町
長

情
報
に
つ
い
て
は
承
知
し

て
い
る
が
、
国
の
調
査
や
結

果
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

予
防
接
種
法
に
基
づ
い
て
実

施
さ
れ
て
お
り
、
有
効
性
や

安
全
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る

も
の
と
捉
え
て
い
る
。

問
空
気
感
染
に
よ
り
ウ
イ

ル
ス
を
回
避
し
続
け
ら
れ
な

い
た
め
、
マ
ス
ク
に
よ
る
予

防
と
し
て
の
有
効
性
は
無
い

も
の
と
考
え
る
。
子
ど
も
た

ち
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
大

人
が
積
極
的
に
外
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
教
育
長

県
教
育
委
員
会
よ
り
「
教

育
現
場
で
は
、
マ
ス
ク
の
着

用
を
求
め
な
い
こ
と
が
基
本

と
な
る
」
と
通
知
を
う
け
た
。

マ
ス
ク
着
用
は
、
児
童
・
生

徒
と
保
護
者
に
よ
る
判
断
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
教

育
現
場
で
は
、
登
下
校
な
ど

の
場
面
に
応
じ
て
着
脱
を
す

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

△  アメリカや中国など先進 20 カ国のう
ち、日本は一番のコロナワクチンの追
加接種回数となっている。（令和 5年 5
月 24日時点）
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△川幅が狭まってきた新切川

△�消火活動の技術向上を目指す操法協議会△鳥獣被害対策に取り組む猟友会

との懇談会
92人参加～
多様な意見

サ
ル
の
農
作
物
被
害

災害防止に河川改修

危険空き家の解消

消
防
団
の
団
員
確
保

◇	サルやシカ、イノシシなど
の抜本的な被害対策を。

◇	想定外の災害が多い。新切川や桧山川の
護岸工事や河道掘削による対策を。

◇	空き家対策は、危険空き家になる
前の予防的な手立てが大事。

◇	こざっぱり条例が、空き家対策に
生かされていない。

◇	移住者への農地付き空き家の提供
に取り組んではどうか。

◇	消防団員のなり手不足が
深刻である。確保対策を。

　議会では、自治公民館と共催で「住民と議員との懇談会」を開催しています。今回は、令和５年４月
20日から５月13日まで、町内９会場での開催となりました。参加された住民の方々からは、さまざまな
ご質問・ご意見・ご要望をいただきました。その主な項目についてお知らせいたします。
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△火の土自治公民館では、町道改良などの要望が出た

△�小規模農家に必要とされている小型
農業機械

△�地域住民のさらなる協力が望まれる
地域創造学

住民と議員
～９会場で

令和５年度

町の課題に

小
型
農
機
に
補
助
を

地
域
創
造
学
を
生
か
せ

◇	狭小な土地での農業者に
対し、小型農業機械にも
補助金を出してほしい。

◇	地域創造学の成果が出て
きている。さらに子ども
たちと地域を結ぶ場を。

　新型コロナ感染症の影響を受け、
約２年半ぶりの開催となりました。
　今回参加された方々からのご質
問・ご意見・ご要望を議会一体とし
て受け止め、政策立案などの議会活
動に生かしていきます。
　議会は、今後とも、住民の方々の
声を大切にして、町政課題に真摯に
向き合い、「共生のまち住田」を目
指してまいります。

「懇談会」開催状況
開催日 自治公民館

参加者（人）
男 女 計

４月20日 新切公民館 ５ ０ ５

４月22日 五葉中自治公民館 ７ ３ 10

４月23日 月山公民館・外舘公民館 11 １ 12

４月26日 火の土自治公民館 ６ ３ ９

４月27日 坂本自治公民館 ７ ３ 10

５月８日 下在公民館 ８ ３ 11

５月８日 中沢自治公民館 ９ ３ 12

５月９日 両向自治公民館 ６ ０ ６

５月13日 東峰公民館 16 １ 17

合　　計 75 17 92
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産業経済常任委員会

所管事務調査レポート

伐採から植林まで
残材や抜根を残さない

林業の一貫作業体系（有）グリーン総業
（一関市藤沢町）

常
任
委
員
会

環境にやさしい再生資源

残材チップ化で有効活用
　グリーン総業では、立木の伐採後に残る未利用材
や抜根などの残材を破砕し、チップ化しています。
チップ化された破材は、バイオマス発電所の燃料や
堆肥として有効活用されています。

　本町の林業課題の一つは、再造林です。

持続的な森林経営を実現していくため

には、伐採後から植林までの円滑な作

業移行が重要となります。また、近年

多発している大雨による水害などを想

定した森林管理や伐採後の処理も求め

られています。

　今回は、伐採から植林までの作業を

一貫して請負い、効率的で環境に配慮

された林地残材の処理や除根に取り組

んでいる有限会社グリーン総業を視察

調査してきました。

４
� 21

すみた議会だより　第182号すみた議会だより　第182号
令和５年７月14日令和５年７月14日

16



町村議会議員研修会

●派遣された常任委員会
　総務教民常任委員会
　　・高 橋 　 靖　議員
　　・菊 池 　 孝　議員
　　・村 上 　 薫　議員
　　・荻 原 　 勝　議員

①「日本財政の現状と課題等」
� 財務省東北財務局盛岡事務所　　
� 所長　大沼　一弘 氏
②「地方議会のデジタル化の意義と課題」
� 明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科　　
� 教授　湯浅　墾道 氏
③「求められる地方議会のあり方」
� 関東学院大学法学部地域創生学科　　
� 教授　牧瀬　稔 氏

議員研修レポート

必
要
な
も
の
を
、必
要
な
と
き
に
、必
要
な
量
だ
け

ト
ヨ
タ
生
産
方
式
を
視
察

地方議会の円滑な運営と
地方自治の振興発展を目指して

トヨタ自動車東日本（株）
岩手工場（金ケ崎町西根森山）

岩手県自治会館
（盛岡市山王町）

　西和賀町議会、金ケ崎町議会、平泉町議会、当議会で構成される県南地

区町議会議長会の主催による議員研修会と交流会が約３年ぶりに行われま

した。研修会では、トヨタ自動車東日本（株）岩手工場を訪問視察。プレス

から溶接、塗装、組み立て、検査まで一連の製造工程を見学してきました。

　岩手県町村議会議長会の主催による議員研修会が行わ
れました。県下19の町村議会から派遣された議員が一堂
に会し、当議会からは、４名が参加。国の財政状況や議
会のあり方などを受講しました。

６
� 19

５
� 26

すみた議会だより　第182号すみた議会だより　第182号
令和５年７月14日令和５年７月14日

17



すみた健康チャレンジ事業開始

その後

住民への
健康づくり施策は

　町内事業所が参加した健康セルフサ
ポート事業で得られた成果を住民の健康
づくり施策にどう生かしていく考えか。

追跡レポート79
一般質問その後

質　問

△ 身体の脂肪量や筋肉量を定期的に確認して、日頃の健康意
識の向上を図る。

　
議
員
が
行
う
質
問
や

提
言
が
、
町
政
に
ど
う

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
質
問
の
中

か
ら
一
部
を
取
り
上
げ
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か

追
跡
し
て
み
ま
し
た
。

自分の身体を把握して自分の身体を把握して
生活習慣の改善を生活習慣の改善を

モデル地区を
設定し取り組む

　※体組成データの測定をきっかけにし
て、生活習慣の見直しに努めた参加者の
多くで改善が見られた。今後は、モデル
地区を設定し、住民を対象にした効果的
な健康づくり事業に取り組む。

答　弁

※体組成データとは
　体組成計によって計測される体脂肪率や筋肉量、
基礎代謝量、内臓脂肪レベルなどを数値化した物。

横
よこ
澤
さわ
一
いち
郎
ろう
さん

世田米字赤畑

　健康面で体重など不安な面もありま
したので、健康チャレンジ事業に参加
しました。毎日の記帳や運動、体組成
の計測を通して自分の体調管理ができ
るようになりました。

住
民
の
声

すみた議会だより　第182号すみた議会だより　第182号
令和５年７月14日令和５年７月14日
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議会を傍聴しよう！

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
登

場
し
て
い
た
だ
く
企
画

に
な
り
ま
す
。
町
や
議

会
に
対
し
て
の
意
見
、

活
動
を
通
し
た
「
ま
ち

づ
く
り
」
へ
の
想
い
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、下
有
住
地
区

公
民
館
の
主
事
、小
さ
な

拠
点
づ
く
り
の
事
務
局
と

し
て
20
数
年
間
、地
域
に

溶
け
込
み
、親
し
ま
れ
、絆

を
深
め
て
こ
ら
れ
た
松
田

美
代
子
さ
ん
で
す
。公
民

館
に
は
、地
域
の
高
齢
者
や

子
ど
も
た
ち
の
和
気
あ
い

あ
い
の
声
が
広
が
り
ま
す
。

和
や
か
に
地
域
を
結
ぶ

老若男女そろって、世代交流になっている“そばの種播き”老若男女そろって、世代交流になっている“そばの種播き”

松松
まつまつ
田田
だだ
美美
みみ
代代
よよ
子子
ここ
さんさん

（上有住字中井）（上有住字中井）

�町内の人たちで賑わう“しもありすマルシェ”�町内の人たちで賑わう“しもありすマルシェ”

下
有
住
地
区
公
民
館

に
は
、い
つ
も
地
域
の

方
々
が
見
え
ら
れ
、和
や
か

な
雰
囲
気
が
伝
わ
り
ま
す
が
。

高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い

カ
フ
ェ
や
小
学
生
児

童
、
保
育
園
児
が
放
課
後
を

過
ご
す
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
場
と
し
て
気
軽
に
立
ち

寄
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、

下
有
住
小
学
校
跡
地

に
応
急
仮
設
住
宅
が
建
て
ら

れ
、そ
の
運
営
に
も
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
。

被
災
者
の
皆
さ
ん
が

ふ
る
さ
と
で
の
再
建

が
で
き
る
ま
で
、
こ
の
地
で

の
暮
ら
し
の
お
手
伝
い
が
で

き
れ
ば
と
の
想
い
で
し
た
。

近
隣
市
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
多
く
の
方
々
と
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
新
し
い

絆
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

下
有
住
で
の
主
な
活

動
内
容
は
。

地
区
公
民
館
と
し
て

は
、
高
齢
者
教
室
と

教
育
振
興
運
動
な
ど
の
お
手

伝
い
で
す
。

　
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
活
動

で
は
、
地
域
活
動
組
織
と
し

て
「
下
有
住
い
き
い
き
活
動

協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
多

く
の
地
域
の
方
々
の
協
力
と

参
加
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

い
き
い
き
活
動
協
議

会
の
主
な
事
業
は
。

遊
休
農
地
を
活
か
そ

う
と
〝
そ
ば
栽
培
〞

を
始
め
ま
し
た
。
収
穫
後
の

〝
手
打
ち
そ
ば
〞
の
味
は
絶

品
で
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

住
民
交
流
も
盛
ん
に

行
っ
て
い
ま
す
が
。

子
ど
も
た
ち
の
お
楽

し
み
の
場
で
あ
る
「
夕

涼
み
会
」
や
新
年
恒
例
の

「
下
有
住
を
語
る
会
」
な
ど

コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
な
か
っ

た
の
で
復
活
し
た
い
で
す
。

地
域
と
し
て
の
課
題

は
あ
り
ま
す
か
。

下
有
住
小
学
校
跡
地

を
地
域
と
行
政
の
合

意
の
も
と
、
有
効
な
活
用
方

法
を
望
み
ま
す
。

ＡＡ ＱＱ

Ａ Ｑ

Ａ ＱＡ Ｑ

Ａ Ｑ

　町議会は誰でも傍聴でき
ます。次の９月議会の予定
は下表のとおり。
　生活改善センター議会棟
の入口から案内に従って傍
聴席へお入りください。

令和５年６月
議会の傍聴者は

７７人人でした。

住田テレビ放映住田テレビ放映もどうぞ
　本会議や一般質問の模様は、
住田テレビの「議会放送」でも
ご覧いただけます。
　放映時間は午後６時からです。

９月議会は
日 月 火 水 木 金 土
8/27 28 29 30 31 9/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

一般質問

議案審議

議案審議

決算審査特別委員会

すみた想い人⑬
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パート

14

感
動
す
る
演
技
を

夢
は
サ
ッ
カ
ー
選
手

広報編集常任委員会
発行責任者 議　　長 瀧　本　正　德
 委 員 長　 佐々木　信　一
 副委員長 水　野　正　勝
 委　　員 菅　野　浩　正
  阿　部　祐　一
  佐々木　春　一
  荻　原　　　勝

　住田町の子どもたちが　住田町の子どもたちが

将来の夢を語る将来の夢を語る
コーナーです。コーナーです。
　自薦・他薦も大歓迎。申し　自薦・他薦も大歓迎。申し
込みをお待ちしています。込みをお待ちしています。

私は将来、演技に関する仕事につきた
いです。見てくれた人が感動してくれるよ
うな演技をしたいと思っています。映画や
ドラマが好きなので、出演している俳優さ
んを尊敬しています。私もみんなから尊敬
されるような演技力を身につけたいと思い
ます。がんばります。

僕の将来の夢はサッカー選手です。１年
生の頃にテレビでネイマールがロングシュー
トを打つところを見て､ 自分もシュートを
決めたいと思ったからです。ゴールを決め
るサッカー選手になるためにシュート練習
を頑張っています。

世田米小学校６年

栁
やなぎ
田
た
真
ま
瑚
こ

（世田米字城内）

有住小学校６年

小
お
山
やま

陽
ひ な た
向

（上有住字船作）

 委 員 長　 
 副委員長 
 委　　員 
  
  

初夏の風が心地良い６月。有住保育園では、ひよこ
組（１歳児）と、こあら組（２歳児）の子どもたちがシャ
ボン玉遊びの真っ最中。大きく息を吸って、フーっと吹
くと沢山のシャボン玉が青空に向かって飛んでいきます。
最初は上手に吹けなかった子も、何度も練習していく
うちに、大きなシャボン玉が作れるようになりました。
夢中になりすぎて、左手に持つシャボン液が、ずーっ
と零れ落ちているのも、また可愛らしい姿でした。

表紙の写真表紙の写真

小小小
世田米小学校６年世田米小学校６年

栁栁栁
やなぎやなぎ

▼６月定例会は、閉校後の有住中・旧下有住小の空
校舎・校庭の利活用等を巡って論戦が交わされまし
た。▼「一人でも多く読み親しまれ、分かりやすく
伝える」をモットーに編集作業に携わってきました。
▼任期満了という大きな節目を迎え、発行にあたり
数多くの皆様にご協力いただきました。町民の皆様
をはじめ、ご尽力くださいました議会事務局とスタッ
フに感謝申し上げます。▼新広報編集常任委員会に
ご期待いたします。

広報編集常任委員会
委　員　菅 野 浩 正編集後記

有住保育園有住保育園
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